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中国における夫婦関係が子どもの問題行動に与える影響
― 養育態度を媒介したモデルの検討 ―

楊　　依梵1・清水　寿代2

The Influence of Marital Relationships on Children’s Problem Behaviors in China:
The Mediating Role of Parenting Style

Yifan YANG1, Hisayo SHIMIZU2

Abstract: The purpose of this study was to examine the influence of martial relationship and 
parenting style on children’s problem and prosocial behaviors in China. A total of 165 mothers 
(mean age, 32.33) with children aged 3–6 years (mean, 4.56) completed an online questionnaire 
to assess their marital relationship and children’s problem behaviors. The mothers’ responses 
measured their marital relationship, parenting style, and children’s problem and prosocial 
behaviors. Structural equation modeling showed that the marital relationship mediates parenting 
style and influences children’s problem and prosocial behaviors. In addition, a mediation analysis 
was conducted based on the results of the structural equation modeling. Marital conflict was 
found to influence children’s problem behaviors through the mediation of authoritarian and 
permissive parenting styles. Marital support was found to influence children’s problem behaviors 
through the mediation of authoritative parenting style. Both marital conflict and marital support 
were found to influence children’s problem and prosocial behaviors through the mediation of 
parenting styles. In sum, these results suggest that the marital relationship not only influences 
children’s problem and prosocial behaviors, it also influences children’s problem behaviors 
through the mediation of parenting style.
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問題と目的
　社会の発展と伴い，近年，子どものメンタル
ヘルスはますます関心を集めている。就学前期
のメンタルヘルスは，人格，自己認識，感情，
向社会的な行動の発達に深く関わっている。問
題行動は，就学前の子どもに最もよく見られる
メンタルヘルスの問題のひとつであり，日常生
活と将来の精神的健康の両方に影響を与え，社
会的な規模の問題に発展する可能性がある。
　Achenbach et al. （1987）によると，問題行動
は攻撃的行動や非行的行動などの外在化問題行

動と抑うつ，不安，引きこもりなどの内在化問
題行動の２つに構成されいる。問題行動はすべ
ての年齢で発生し，多くの場合は幼少期に始ま
る（Magai et al., 2018），特に攻撃行動，規則違反，
注意の問題のような外在化問題行動は児童期初
期によく見られ，児童期中後期に低下する

（Petersen et al., 2015）。問題行動が就学前期の
子どもから青年期になっても持続する可能性が
あり，その後の人生においては，劣等感，社会
的関係の構築，学業成績（Raver, 2002; Chen et 
al., 2005）と関連していることが示している。
問題行動が出現した場合は，対応が適切であれ
ば，問題行動が継続したり再発したりする可能
性が小さくなるが，問題行動が無視されたり放
置されたりしまうと，再発の可能性が高くなり，
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二次的，三次的な問題行動が発見する（内田，
2008）ことから，問題行動への早期的適切的な
対応が必要であると考えられる。
　さて，子どもの初期の適応と問題行動に影響
を与える可能性のある要因としては，これまで
は夫婦関係と養育態度などについて検討されて
きた。
　夫婦関係と子どもの問題行動　就学前の子ど
もの活動の多くは親と一緒に行われるものであ
るため，家庭は子どもの行動発達にかけがえの
ない役割を担っている。夫婦関係と子どもの適
応に関する研究は，欧米を中心 （e.g., Davies & 
Cummings, 1994） として行われてきた。夫婦間
の敵意の高さや葛藤の激しさ，未解決を特徴と
するような破壊的な夫婦間葛藤が子どもの発達
へリスクをもたらし，様々な適応問題と関連す
ることが明らかとなっている （Cummings et al., 
2000；松浦 訳 2006；廣瀬・濱口，2022）。近年，
中国の夫婦の間では，前世代に比べて夫婦間の
葛藤や崩壊が劇的に増加しており （Xiao et al., 
2020），これまでの研究も，主に夫婦間葛藤に
焦点を当たてきた。例えば，夫婦間葛藤が子ど
もの内在化問題行動 （Xiao et al., 2022），情緒的
不安定 （Li et al., 2016） と有意に関連する。一
方，夫婦の満足度は，子どもの向社会的な行動
や共感性 （Zhang et al., 2022） ，well-being （Shek, 
2000） に影響を及ぼすことが明らかにされてい
る。しかしながら，夫婦関係のポジティブな側
面 （例えば，夫婦間の愛情，夫婦関係の満足度，
サポートなど） に対する検討は十分とは言えな
い。
　夫婦関係と養育態度　家族システム理論で
は，家族単位を関係や行動の組織的な集合体と
して概念化し，ある家族サブシステムにおける
相互作用が他の家族サブシステムに影響を及ぼ
す （Cox & Paley, 1997, 2003） とする。特に，夫
婦関係は養育態度や親子相互作用に強い影響を
及ぼすと予想される （Xiao et al., 2022）。例えば，
中国の親が夫婦間葛藤から生じるネガティブな
感情 （敵意や攻撃性など） にますますのめり込
み，その結果，子どもに対して厳しい統制，懲
罰的戦略，過酷な扱いにつながる可能性がある 

（Chang et al., 2004）。従来の研究では， 夫婦間葛
藤を中心として検討してきたが， marital happiness
または marital harmony といった marital health 

（夫婦関係の健康さ）に注目する必要がある 
（Fincham, 1998；菅原ら，2002）。Kowk （2015） 
は中国の家族を対象に，夫婦関係の満足度と養

育の関連を検討した。その結果，夫婦関係の満
足度が co-parenting に影響することが明らかに
なった。また，marital adjustment （夫婦間の子
育てをめぐる葛藤） が低いほど指導的な養育態
度を取る傾向が高くなり，権威主義的な養育態
度をとる傾向が低くなる （Yu et al., 2008）。そ
こで，本研究では，夫婦関係の一側面として中
国ではほとんど検討されることがなかった夫婦
間サポートに着目し，それが問題行動に影響を
及ぼすプロセスを明らかにする。
　親の養育態度と子どもの問題行動　これまで
に行われた研究 （Yu et al., 2020） から， 親の養
育が就学前の子どもの行動形成に重要な影響を
与えることが明らかになっている。養育行動に
関しては， 本研究では， 子育てに関する親の典型
的な考え方，感じ方，行動様式である養育態度 

（Baumrind, 1971） に焦点を当てた。Baumrind 
（1971） は養育態度を分類した結果，養育態度
を Authoritative （指導的），Authoritarian （権威主
義的），Permissive （寛容的） の３つに分類した。
中国における養育態度が子どもの問題行動に与
える影響を検討した先行研究では，親のサポー
ト，肯定的な感情の表現，明確で一貫した制限
の設定などの指導的な養育態度は，より高い自
己調整／自己制御 （Huang et al., 2017），向社会
的行動 （Hu & Feng, 2021） などのより肯定的・
適応的な結果に関連していることが明らかに
なった。一方，権威主義的，強制的，懲罰的，
否定的な親の表現や拒絶のような権威主義的な
養育態度は学業成績の低下 （Chen et el., 1997） ，
自己制御の低下 （Liu et al., 2018） などの子ども
の 否 定 的 な ア ウ ト カ ム に 結 び つ い て い る 

（Hosokawa & Katsura, 2018）。権威主義的な養
育態度も寛容な養育態度も，子どもの心理社会
的発達にとって有害である可能性がある。さら
に，このような養育態度は，長期にわたって行
動上の問題を含むさまざまな否定的な発達の
結果と一貫して結びついている（Hosokawa & 
Katsura, 2018）。したがって，寛容的な養育態
度を含めて養育態度が子どもへの影響を検討が
必要であると考えられる。
　目的と仮説　本研究では，中国における就学
前の３歳〜６歳児を対象として，夫婦間葛藤と
夫婦間サポートという夫婦関係の２つの側面を
取り上げて，夫婦関係と養育態度がどのような
メカニズムで子どもの問題行動に影響を与える
かについて，モデル （Figure 1） の検証を行うこ
とである。次に，夫婦間葛藤は，権威主義的あ
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るいは寛容的な養育態度を媒介して，子どもの
問題行動に正の影響，向社会的な行動に負の影
響を及ぼすと予想される （仮説１）。続いて，
夫婦間サポートは，指導的な養育態度を媒介し
て，子どもの問題行動に負の影響，向社会的な
行動に正の影響を及ぼすと予想される （仮説
２）。

方　法
　調査対象　中国の調査ウェブサイト wjx 

（https://www.wjx.cn） で参加者を募集し，３歳
から６歳の子どもを持つ母親200名を対象とし
た。回答に不備があったものを除外した165名 

（母親平均年齢32.33歳 （SD ＝ 4.02））；子ども平
均年齢4.56歳 （SD = 0.93）を対象に分析を行
なった。
　調査時期　2022年03月に実施した。
　質問紙の構成
　基礎データ　子どもの人数，子どもの年齢と
性別，母親の年齢について記入を求めた。また，
３〜６歳の子どもが二人以上いる場合を考慮
し，子ども全員の年齢と性別を記入した上で，
３〜６歳の子どもの中の一人を思い浮かべて回
答を求めた。
　養育態度　中国語版の養育態度尺度（The 
parenting styles and dimensions questionnaire: 
PSDQ; Wu et al., 2002） は親の養育態度を測定す
る尺度であり，３の下位尺度で構成され，全62
項目である。指導的な養育態度は27項目 （項目

例：「私は，子どもに自分がとった行動の結果
を話すように促すことで，自分の行動の影響を
理解するのを手助ける」），権威主義的な養育態
度は20項目 （項目例：「私は，子どもが言うこ
とを聞かない時にはお尻を叩く」），寛容的な養
育態度は15項目 （項目例：「私は，子どもが何
か騒ぎ立てると，子どもの要求を受け入れてし
まう」） である。各項目に対して，「１．まった
くしない」から「５．いつもする」までの５件
法で回答を求めた。下位尺度ごとに合計得点を
算出し，分析で用いた。
　問題行動　中国語版の子どもの強さと困難さ
アンケート （Strength and Difficulties Questionnaire: 
SDQ; Du et al., 2008） を使用した。５つの下位
尺度で構成されており，情緒的問題 （Emotional 
Symptoms） は５項目 （項目例：「心配事が多く，
いつも不安なようだ」），行為の問題 （Conduct 
Problems） は５項目 （項目例：「素直で，だいた
いは大人のいうことをよくきく」），多動 / 不注
意 （Hyperactivity / Inattention） は５項目 （項目
例：「いつもそわそわしたり，もじもじしてい
る」），仲間関係の問題 （Peer Problems） は５項
目 （項目例：「仲の良い友だちが少なくとも一
人 は い る 」）， 向 社 会 的 な 行 動 （Prosocial 
Behavior） は５項目 （項目例：「他の子どもたち
と，よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆な
ど」）である。本研究では，問題行動を総合的
に考察するため，Difficulties （困難さ） に関する
４つの下位尺度 （情緒の問題，行為の問題，多
動 / 不注意，仲間関係の問題） の合計点を「総
合的困難さ （TDS: total difficulties score）」とし
て計算し，分析で使用した。下位尺度の逆転項
目を処理した上で，「あてはまる」を0点，「ま

Figure 1　仮説モデル

Table 1　各尺度の基礎統計量

平均 標準偏差 最大値 最小値 α係数

母親の年齢   32.33 4.02   52.00 24.00
子どもの人数     1.15 0.37     3.00   1.00
子どもの年齢     0.93 4.56     6.00   3.00

夫婦間葛藤     9.53 2.60   16.00   4.00 .79
夫婦間サポート   16.01 2.30   20.00   8.00 .75

指導的な養育態度 111.61 8.97 133.00 87.00 .87
権威主義的な養育態度   47.36 9.20   74.00 23.00 .88
寛容的な養育態度   35.68 4.65   46.00 25.00 .50

総合的困難さ   28.76 4.34   39.00 21.00 .74
向社会的な行動   12.71 1.69   15.00   9.00 .64

夫婦関係 養育態度
子どもの

問題行動
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ああてはまる」を１点，「あてはまる」を２点
として得点化した。下位尺度の「向社会的な行
動」の得点が高いほど子どもの適応が良く，問
題行動の得点が高いほど子どもの適応が悪いこ
とを意味する。
　夫婦関係　中国語版の Quality of Coparental 
Communication Scale （QCCS; Ahrons, 1981） を使
用し，QCCS は父母のコミュニケーションの質
を測定する尺度である。中国語版翻訳文採用は
２名の翻訳文の意味内容が一致するものを選択
した。そして，中国語から日本語へ逆翻訳を行
い，日本語原文の意味を反映されるかどうかを
確認した。原版の10項目から，離婚後夫婦関係
に対する２項目削除され８項目で構成されてい
る。下位尺度は２つで，葛藤は４項目 （項目例：

「敵意や起こりのある雰囲気になることはどれ
くらいありますか？」），サポート４項目 （項目

例：「配配偶者は，あなたにとって子育てをす
る上で助けになる存在と言えますか？」） であ
る。

結　果
　分析は清水（2016）の HAD（Version.17_202）
で行なった。
　各尺度の記述統計量　先行研究にしたがい，
各下位尺度を設定し，合計得点を算出し，分析
を行なった。各尺度の記述統計量を Table 1に
示す。
　相関分析　夫婦関係，養育態度と子どもの問
題行動の関連を検討するために相関分析を行
い，結果を Table 2に示す。夫婦関係のうち，
夫婦間葛藤と指導的な養育態度の間に弱い負の
関連 （r = -.25, p < .01） が見られ，権威主義的
な養育態度と寛容的な養育態度の間に中程度の

Table 2　各尺度得点の相関係数

Figure 2　共分散分析の結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1．母親年齢 1.00
2．子ども人数 .29 ** 1.00
3．子ども年齢 .26 ** .03 1.00
4．夫婦間葛藤 .02 -.02 -.18 * 1.00
5．夫婦間サポート -.11 -.06 .06 -.37 ** 1.00
6．指導的な養育態度 -.14 + .01 .02 -.25 ** .43 ** 1.00
7．権威主義的な養育態度 .09 .11 -.07 .51 ** -.37 ** -.35 ** 1.00
8．寛容的な養育態度 .07 .06 -.07 .42 ** -.28 ** -.33 ** .59 ** 1.00
9．総合的困難さ -.04 .00 -.07 .45 ** -.32 ** -.35 ** .57 ** .53 ** 1.00
10．向社会的な行動 -.16 * -.05 .10 -.12 .23 ** .48 ** -.38 ** -.32 ** -.31 ** 1.00

** p < .01, * p < .05, + p < .10

※表示している係数は標準化係数 ** p < .01, * p < .05, + p < .10

夫婦間葛藤

夫婦間

サポート

指導的

権威主義的

総合的

困難さ

向社会的な

行動

.43**

.41**

.35**

-.14*

.40**

.27**

-.24*
寛容的

-.22**

-.16*

.37**
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Figure 3　�夫婦間葛藤が権威主義的な養育態度を媒
介して総合的困難さに及ぼす影響

Figure 4　�夫婦間葛藤が寛容的な養育態度を媒介し
て総合的困難さに及ぼす影響

Figure 5　�夫婦間サポートが指導的な養育態度を媒
介して総合的困難さに及ぼす影響

Figure 6　�夫婦間サポートが指導的な養育態度を媒
介して向社会的な行動に及ぼす影響

※表示している係数は標準化係数 ** p < .01, * p < .05, + p < .10

※表示している係数は標準化係数 ** p < .01, * p < .05, + p < .10

※表示している係数は標準化係数 ** p < .01, * p < .05, + p < .10

※表示している係数は標準化係数 ** p < .01, * p < .05, + p < .10

正の関連 （r = .51, p < .01; r = .42, p < .01） が見
られ，総合的困難さと中程度の正の関連 （r = 
.45, p <. 01） が見られた。養育態度のうち，指
導的な養育態度は総合的困難さと弱い負の関連 

（r = -.35, p <. 01） が見られ，向社会行動の間に
中程度の正の関連 （r = .48, p <. 01） が見られた。
　共分散構造分析　次に，夫婦関係が養育態度
を媒介して子どもの問題行動に影響を及ぼすと
いう仮説モデルについて，共分散構造分析 

（Figure 2） を用いて検討した。このモデルの適
合 度 は，χ2（7） = 3.095 （p = .08），RMSEA = 
.07，CFI = .98と良好な値であった。夫婦間葛
藤は権威主義的な養育態度と寛容的な養育態度
に正の影響 （β = .41, p < .01; β = .35, p < .01） を
与え，夫婦間サポートは指導的な養育態度に正
の影響（β = .43, p < .01），権威主義的な養育態
度と寛容的な養育態度に負の影響（β = -.22, p 
< .01; β = -.16, p < .05） を与えることが示され
た。指導的な養育態度は子どもの問題行動に負
の影響　（β = .-14, p < .05） を与え，向社会的
な行動に正の影響（β = .40, p < .01） を与える
ことが示された。権威主義的な養育態度は子ど
もの問題行動に正の影響（β = .37, p < .01） を
与えることが示された。寛容的な養育態度は子
どもの問題行動に正の影響（β = .27, p < .01） 
を与え，向社会的な行動に負の影響（β = -.24, 
p < .01）を与えることが示された。
　媒介分析　夫婦関係が養育態度を媒介して子
どもの問題行動に影響を及ぼすのかを検討する
ために，共分散構造分析の結果より見られた有

意なパスと仮説を基づき，夫婦関係が独立変数，
子どもの問題行動を目的変数，養育態度を媒介
変数とした媒介分析を行なった。その結果，
Figure 3，4，5と6に示す。
　（1）夫婦間葛藤が権威主義的な養育態度を媒
介して子どもの問題行動に及ぼす影響について   
Figure 2より，夫婦間葛藤が子どもの問題行動
に直接効果（β = .45, p < .01）が見られたが，
権威主義的な養育態度を媒介変数として投入し
た後に効果が減衰した（β = .21, p < .01）。夫婦
間葛藤は権威主義的な養育態度に影響を与え 

（β = .21, p < .01），権威主義的な養育態度を媒
介して子どもの問題行動に影響を与える（β = 
.21, p < .01） ことがわかった。そして，bootstrap
法による間接効果の有意性の検定（サンプリン
グ回数：2,000回，信頼区間：95%）を行なった。
その結果は有意（標準化間接効果 = .24, CI [.27, 
.58]）であったため，権威主義的な養育態度の
有意な部分媒介効果が認められた。
　（2）夫婦間葛藤が寛容的な養育態度を媒介し
て子どもの問題行動に及ぼす影響について   
Figure 3より，夫婦間葛藤が子どもの問題行動
に直接効果（β = .45, p < .01）が見られたが，
寛容的な養育態度を媒介変数として投入した後
に効果が減衰した（β = .27, p < .01）。夫婦間葛
藤は寛容的な養育態度に影響を与え（β = .42, p 
< .01），寛容的な養育態度を媒介して子どもの
問題行動に影響を与える（β = .41, p < .01）こ
とがわかった。そして，bootstrap 法による間接
効果の有意性の検定（サンプリング回数：2,000
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回，信頼区間：95%）を行なった。その結果は
有意（標準化間接効果 = .17, CI [.17, .44]）であっ
たため，寛容的な養育態度の有意な部分媒介効
果が認められた。
　（3）夫婦間サポートが指導的な養育態度を媒
介して子どもの問題行動に及ぼす影響について   
Figure 4より，夫婦間葛藤が子どもの問題行動
に直接効果（β = -.32, p < .01）が見られたが，
指導的な養育態度を媒介変数として投入した後
に効果が減衰した（β = -.20, p < .01）。夫婦間
葛藤は指導的な養育態度に影響を与え （β = .43, 
p < .01），指導的な養育態度を媒介して子ども
の問題行動に影響を与える（β = -.26, p < .01）
ことがわかった。そして，bootstrap 法による間
接効果の有意性の検定（サンプリング回数：
2,000回，信頼区間：95%）を行なった。その結
果は有意 （標準化間接効果 = -.11, CI [-.41, -.08]） 
であったため，指導的な養育態度の有意な部分
媒介効果が認められた。
　（4）夫婦間サポートが指導的な養育態度を媒
介して子どもの向社会的な行動に及ぼす影響に
ついて　Figure 5より，夫婦間葛藤が子どもの
向社会的な行動に直接効果（β = .23, p < .01）
が見られたが，指導的な養育態度を媒介変数と
して投入した後に効果がなくなった （β = .02, 
n.s.）。夫婦間葛藤は指導的な養育態度に影響を
与え（β = .43, p < .01），指導的な養育態度を媒
介して子どもの向社会的な行動に影響を与える

（β = .47, p < .01）ことがわかった。そして，
bootstrap 法による間接効果の有意性の検定（サ
ンプリング回数：2,000回，信頼区間：95%）を
行なった。その結果は有意（標準化間接効果 = 
.20, CI [.08, .24]）であったため，指導的な養育
態度の有意な媒介効果が認められた。

考　察
　本研究では，夫婦関係が，養育態度を媒介し
て子どもの問題行動と向社会的な行動に与える
影響について検討を行なった。Figure 2のモデ
ルを総括すると，夫婦関係は指導的な養育態度，
権威主義的な養育態度や寛容的な養育態度とい
う養育態度を媒介して，子どもの問題行動と向
社会的な行動と関連することが明らかとなり，
仮説モデルが概ね検証されるといえよう。夫婦
関係，養育態度と子どもの問題行動の関連につ
いて「夫婦関係→養育態度→問題行動」のプロ
セスに従って考察していく。
　夫婦関係と養育態度の関連　夫婦間葛藤は，

権威主義的な養育態度と寛容的な養育態度に正
の影響を与え，夫婦間サポートは，指導的な養
育態度に正の影響を与え，権威主義的な養育態
度と寛容的な養育態度に負の影響を与えてい
た。この結果は， 流出仮説 （spill-over hypothesis; 
Erel & Burman, 1995） の考えと一致している。
夫婦関係と養育行動に正の相関があり，夫婦関
係がネガティブなら，養育行動・態度やそのほ
かの親子関係の指標もネガティブなものとなる 

（菅原ら，2002）。夫婦間の敵意は，家族間 （父
親，母親，子ども）の温かみの減少，親子間の
応答性の低下などに悪影響を及ぼす （Stroud et 
al., 2011）。本研究もこれらの先行研究と一致す
る結果となった。一方，夫婦関係がサポーティ
ブな場合は，葛藤が生じる場合でも協力しなが
ら解決でき，子どもの発達にとって良い影響を
及ぼす指導的な養育態度をとる傾向も高くな
る。夫婦関係において，愛情関係を維持するこ
とによって，信頼関係を築き，頼りあうことが
できるため， 子育てに対する不安や問題に対し
て， 夫婦一緒に立ち向かうことができる （山内・
長谷川，2019） と考えられる。
　養育態度と子どもの問題行動の関連　指導的
な養育態度は，子どもの問題行動に負の影響を
与え，向社会的な行動に正の影響を与えていた。
この結果は養育態度と子どもの向社会的な行動
の関連を検討した先行研究 （Padilla-Walker et 
al., 2012） の知見と一致する。指導的な養育態
度は統制・要求性は高いが，応答性も高いとい
う特徴を持っている。親がルールの正当性を説
明し，温かい環境の中で相手の気持ちを話し合
うことは，子どもの向社会的な行動を促進する。
権威主義的な養育態度は，子どもの問題行動に
正の影響を与えていた。寛容的な養育態度は，
子どもの問題行動に正の影響を与え，向社会的
な行動に負の影響を与えていた。権威主義的な
養育態度も寛容な養育態度も子どもの心理社会
的発達にとって有害であり，問題行動のように
否定的な発達的結果と結びついている。これは
Flouri et al. （2017） とHosokawa & Katsura （2018） 
の研究と一致している。
　夫婦関係と子どもの問題行動の関連　夫婦間
葛藤が権威主義的な養育態度と寛容的な養育態
度に影響を与え，子どもの問題行動に影響を与
えることが示され，仮説１は一部支持された。
つまり，夫婦間葛藤のみで子どもの問題行動に
影響を与えるのではなく，権威主義的な養育態
度と寛容的な養育態度を媒介して子どもの問題
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行動に影響を与える。夫婦関係の乱れは，親子
関係における親の行動に悪影響を及ぼし，子ど
もの社会感情的結果に影響を与える可能性があ
る。嫌悪的な夫婦関係の指標としての夫婦間葛
藤は，否定的な養育と子どもの適応問題に一 
貫して関連していることが先行研究 （Erel & 
Burman, 1995; Cox et al., 2001; Gao et al., 2019; 
Benson et al., 2008; Klausli & Owen, 2011） で示
されており，本研究もこれを支持する結果で
あった。夫婦関係におけるネガティブな側面で
ある夫婦間葛藤は，ネガティブな養育態度であ
る権威主義的な養育態度と寛容的な養育態度を
高め，子どもの問題行動を高めるという不適応
に導くことが示唆された。
　また，夫婦間サポートが指導的な養育態度に
影響を与え，子どもの問題行動と向社会的な行
動に影響を与えることが示され，仮説２は支持
された。つまり，夫婦間サポートのみで子ども
の問題行動と向社会的な行動に影響を与えるで
はなく，指導的な養育態度を媒介して，子ども
の問題行動と向社会的な行動に影響を与える。
Parkes et al. （2019） は，夫婦間の supportiveness
は coparenting を媒介して外在化問題行動を抑
えたり，緩和したりすると指摘しており，本研
究の結果も同様の知見が得られるとといえる。
菅原ら（2002）は夫婦関係が養育態度を媒介し
て子どもの抑うつ傾向に与える影響を検討し
た。その結果，母親に対する愛情得点が高いほ
ど子どもに対する暖かい養育態度につながり，
子どもの抑うつ傾向が抑制される傾向があるこ
とが示された。本研究では，夫婦関係における
ポジティブな側面である夫婦間サポートは，ポ
ジティブな養育態度である指導的な養育態度を
高め，子どもの問題行動を低下させ，向社会的
な行動を高めることで子どもの適応につながる
ことが示唆された。
　本研究は夫婦関係と子どもの問題行動の関係
に養育態度が媒介することが明らかにされた。
これは，これまでの研究結果（Erel & Burman, 
1995; Fincham & Hall, 2005）とも一致するもの
であった。夫婦間関係のみで子どもの問題行動
と向社会的な行動が起こるのではなく，養育態
度が媒介することによって子どもの問題行動と
向社会的な行動に影響を及ぼすことが示され
た。前述した内容のように，夫婦関係が子ども
のメンタルヘルスや適応などと関連しているこ
とはすでに多くの先行研究で実証されてきてお
り（e.g., Emery & O’Leary, 1982），夫婦間サポー

トも考慮に入れ，今後さらなるの検討が期待さ
れる。
　本研究における限界点は２つあると考えらえ
る。1つ目は，研究対象者の婚姻関係について
尋ねなかったところである。夫婦は法律上の婚
姻関係がある男性と女性であり，婚姻関係の有
無が夫婦間関係に影響を与える可能性がある。
したがって，今後の研究では，婚姻状態の影響
を考慮した上で検討するのが望まれる。２つ目
は本研究の対象者は母親のみであったことであ
る。夫婦関係，養育態度と子どもの問題行動は
母親の報告に基づいて測定された。そのため，
本研究の情報源は単一な傾向がある。親は社会
的に望ましい回答をし，問題行動を第三者に報
告することを避ける傾向があるため，親の養育
態度や子どもの問題行動に関する報告は偏りが
ちである（Morsbach & Prinz, 2006）。したがって，
養育態度と子どもの問題行動の関連が小さくな
る可能性があると考えられる。今後の研究では，
幼稚園の担任保育士など複数の情報源のデータ
を収集する必要があると考えられる。
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た両親の夫婦関係が共感性と向社会的行動
に与える影響－親のよういう態度を媒介変
数として－，東海学院大学紀要，13，89-
97.

Yu, J. J., & Gamble, W. C. (2008). Pathways of 
influence: Marital relationships and their asso-
ciation with parenting styles and sibling rela-
tionship quality. Journal of Child and Family 
Studies, 17(6), 757-778. https://doi.org/ 
10.1007/s10826-008-9188-z

Yu, Y., Wang, T., Liang, J., Yang, C., Wang, H., Zhao, 
X., Zhang, J., & Liu, W. (2020). Behavioural 
Problems Amongst Pre-School Children in 
Chongqing, China: Current Situation and 
Influencing Factors. Risk management and 
healthcare policy, 13, 1149-1160. https://doi.
org/10.2147/RMHP.S263155

Zhang, R., Guo, Y., Bai, B., Wang, Y., Gao, L., & 
Cheng, L. (2022). The Association between 
Parental Marital Satisfaction and Adolescent 
Prosocial Behavior in China: A Moderated 
Serial Mediation Model. International journal 
of environmental research and public health, 
19(9), 5630. https://doi.org/10.3390/ijerph 
19095630


